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             運営主体：社会福祉法人大阪府社会福祉事業団 

             施設名：豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか  

 

 

１．運営方針  

 地域と共に“わたしらしく生きる” 

今年度の永寿園とよなかは、法人全体の取り組みの一つでもある、「介護

DX 化」の実現と、厚生労働省が進める介護現場における「生産性向上」

の推進に取り組みます。後者の手順である「①職場環境の整備②業務の明

確化と役割分担③手順書の作成④記録・報告書の工夫⑤情報共有の工夫⑥

ＯＪＴの仕組みづくり⑦理念・行動指針の徹底」の内、「職場環境の整備」

として、施設全体に Wi-Fi 環境を整備し、職員にインカムを導入すること

により、コミュニケーション効率を向上させていきます。 

また、会議等でのタブレット端末等を用いた画面共有や、ワークフロー

システム活用による書類保管の電子化を進め、保管不要部分のペーパーレ

ス化に取り組みます。 

併せてゴミの分別、節電・節水や計画的な照明のＬＥＤ化を進め、エネ

ルギー消費量の削減に取り組みます。 

毎月実施しているアメーバ経営会議では、全職員が収入や支出に着目し

経営視点をもてるよう会議に臨みます。これを通して経営基盤を安定さ

せ、無駄を省いて必要なところに投資するという意識の浸透を図り、利益

を地域に還元し地域福祉の拠点として認知されるよう努めていきます。 

人と人との繋がりを大切にし、人と人とを結びつける役割として、地域

公開講座を開催します。 

地域住民の多様化するニーズに対応し、高齢者から子育て世代や子ども

まで幅広く参加できる講座として定着させます。 

包括的支援の入り口として、地域における社会資源として認知していた

だけるように取り組みます。 

 

２．重点項目 

  効率性の高い業務体制の構築と ICT 化の推進 

①介護サービスが常時必要な、特定施設入居者生活介護契約の入所者と、常

時は介護が不要な一般入所者が混在していた居住スペースをフロア毎に

再配置し、介護が必要な入所者の居られる場所に必要な人材を集中させま



す。一般入所者の居住スペース共用部にWebカメラを設置し、モバイル端

末による遠隔見守りを行い、インカム導入による効率的な職員間の情報共

有を図るなど、介護現場における生産性向上の推進及び介護DX化に注力

していきます。 

また、診療所医師の協力のもと、プライバシーに配慮した見守りカメラ

の導入も検討し、看取り介護についても対応を行っていきます。 

 

②各食堂に大型テレビを設置し、職員が操作するのではなく入所者自らが 

その意志によってリモコン等を操作しYouTube等を用いて運動等のWEB

サイトを自身で選択し活用することで、主体性をもって毎日を過ごせるよ

うに支援していきます。 

また、コロナ禍以前のクラブ活動を再開・提供していき、選択の幅を 

広げていきます。 

 

③入所者の多くは精神疾患や内臓疾患、認知症など、複合的に疾患を抱えて

いる場合が多く、また、重度化も進んでいます。出来る限り当施設での住

み慣れた暮らしを継続するためにも、職員の介護技術の向上は必須となり

ます。 

介護ラダーシステムの導入等、介護技術の更なる向上にむけて中堅職員

がリーダーシップをとりＯＪＴやコーチングなどの計画的な指導体制を

確立します。また、併設する特別養護老人ホームへの実地研修を計画的に

行い、養護老人ホームとしての在り方を見直しながら、相互連携を深め、

施設全体の介護力がボトムアップ出来る様努めます。 

 

  ④契約締結している要援護高齢者短期入所事業について、行政や地域包括

支援センターからの依頼に対し積極的かつ、スピーディーに対応してい

きます。また、高齢者の虐待問題や8050問題等、高齢者を取り巻く環境は

複雑化しています。高齢者関係部署以外との連携も図り、対象の高齢者や

関係者へ複合的な支援が出来る様取り組んでいきます。 

 

３．地域公益事業 

   地域ぐるみでの子育て、子育ち支援 

永寿園とよなかの理念「その人らしくここで・・」をモットーに、施設が

地域と共にあり、入所者が地域住民として “わたしらしく生きる”ことが

出来、永寿園とよなかが地域に根ざせるよう努めます。 

永寿園とよなかが、地域住民の障がいのあるなしに関係なく、子どもから



大人まで気軽に集える場所となる様、独自の貢献事業の提供と定着をさせま

す。 

昨今、全国的な課題とされている不登校児問題について着目し、永寿園と

よなかを学校以外の第２の居場所として活用します。学校には足が向かない

が、「外に出てみようかな」と思い安心して家から出て日中過ごせる場とし

て、また、学校の大型連休や長期休暇など保護者が就労により昼間独居とな

る児童が、安心して利用できる場所として施設の一部を活用します。 

また、もえふぁーむでの農業体験や、もえカフェでの就労体験、保育園で

の保育体験や養護・特養での介護体験等、遊びを通しての学びや、体験イベ

ント等を企画し、社会とつながる機会を提供します。 

さらに、地域公開講座受講者からの「行きたいけど遠い」「行きたいけど、

子どもを見てくれる人がいない」などの声を受け、令和6年度は職員派遣型

出前講座を織り交ぜて実施します。施設内講座開催時に必要な方には送迎を

行い、より便利に永寿園とよなかをご利用いただけるよう取り組みます。 

 

４． 施設管理 

    開所１１年目を迎え、経年劣化に伴う建物設備等の不具合が断続的に

生じ、日常のメンテナンスを継続して実施しております。 

日頃より、定期的な点検を実施し、早期発見、こまめな修繕を行うこ

とで、大規模で突発的な修繕に至らないよう努め、建物設備等の適正な

施設管理を行います。 

 

５． 労務管理 

職場環境の整備として、５Ｓの視点で安全な介護環境と働きやすい職場

環境を整備します。 

介護の重度化に対応する為、介護技術向上が喫緊の課題であり、併設す

る特養での実践研修を計画的に行い職員の介護技術の向上を図る事で、安

心して働ける職場づくりを行います。新たに採用した無資格の職員には介

護福祉士の取得に向けて初任者研修、実務者研修などの案内を行いスキル

アップの支援を行います。 

充実したサービスを提供するための体制として、職員配置基準を上回る

配置体制を整えます。介護現場における生産性向上に取り組むべく、ICT

の導入による業務効率化を図ることで業務上の「ムリ」「ムダ」「ムラ」を

なくします。業務をより安全に、正確に、効率的に行うことで、職員の業

務負担を軽減します。また職員の不必要な残業を減らし、適切な有給休暇

の取得を推進することにもつながり、離職率の低下を図ります。 



その他、人材確保の観点では、特定技能外国人の受け入れや、日本語学

生の受け入れを先駆的に行い、福祉分野の深刻化する人手不足に対応しま

す。 

管理者からの職員面談に加え、正規職員のアドバイザー選任・担当制に

より、日々の業務における不安・要望などを気軽に相談しながらタイムリ

ーに改善を図り得る風通しのよい職場環境を整えます。 






